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−都市災害発⽣時の地下街における避難情報伝達システム実証実験−
Ｇ空間シティ構築事業実証実験を立命館大学が開発したシステムで実施

近畿総合通信局は、「地下空間での災害時情
報伝達システム」（実証事業代表者：立命館大
学情報理工学部 情報システム学科 ⻄尾信彦
教授）を活用したＧ空間シティ構築事業の実証
実験を３月６日、大阪市北区梅田の地下街で、
同日実施の防災訓練に併せて行いました。

Ｇ空間シティ構築事業は、Ｇ空間情報のＩＣ
Ｔによる利活用を促進し、経済の成⻑⼒の底上
げ及び国土の強靭化を図るため、「Ｇ空間×Ｉ
ＣＴ推進会議」で提言された実証プロジェクト
を実施するものです。「世界最先端のＧ空間防
災モデルの確立」及び「先進的・先導的なＧ空
間利活用モデルの確立」について公募を行い、
全国１０事業が採択され当実証実験はその１つ
となります。

想定される南海トラフ地震では、大阪市内に
は最大２ｍの津波が２時間後に到達するとされ
ています。本システムでは、ＧＰＳの電波が届
かない地下街におよそ２００のセンサー（ビー
コン）を設置、自分の位置や混雑している場所
の情報をスマートフォンなどで表⺬できるよう
にしました。

※G空間の「G」は英語の「Geospatial」に由来し、ICT（情報通信技術）と地図やGPSの位置情報を融合させたサービス

分野をG空間と呼ぶ。「いつ、どこで、何が、どのような状態か」等、位置や時間と関連した情報を指す。

地震発⽣後、通行ができないなど危険な出入り
口には事業者が×印をシステム上に表⺬、利用
者にその場所を避けて避難する事を伝えること
ができます。
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立命館大学の⻄尾教授とともに、同大学の学
⽣も参加して実験は行われ、システムにより参
加者は見えない場所の状況を把握した上で通行
できる出口を探す事ができました。
本システムでは、地震による津波被害などのほ
か、地下街火災やゲリラ豪雨による水害などの
対策にも利用できると考えられております。
迷路のような地下街から、迅速に安全に避難す
るために今後も実証実験を含めた研究開発をす
すめていきます。
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